
InnoRules BRMS 導入事例

システム概要

�e Power of Rules
絶え間ないビジネス革新をサポート

InnoRules導入効果のポイント
ルールサービスプラットフォームを構築
ビジネスルールのサービス化により
ビジネスの要求への迅速な対応を実現

開発・保守スキルの平準化
情報システム部門メンバーのスキルに依存しない
開発体制を実現
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＜新日本製薬 株式会社＞
新日本製薬は美と健康のライフスタイル創造カンパ
ニーとして、化粧品とヘルスケア商品を、通信販売
を中心に直営店舗や取扱店、海外の３つのチャネ
ルで展開しています。研究開発から商品企画、品
質管理、販売、物流システムにいたるまでを自社で
一貫して行い、お客さま一人ひとりの “心に響く「お
もてなし」”を実践することで、最高の満足を追求
しています。

所 在 地  ：福岡市
設 立 ：1992 年 3月11日
資 本 金 ：4,158百万円 (2021年 3月末時点 )
従業員数 ：528 名 (2020 年 9月末時点 )
U R L ：https://corporate.shinnihonseiyaku.co.jp/

課　題 対　策 結　果

システム改修がベテランの技
術者にしか対応できず保守
性が低下

ビジネスの要求にITが柔軟に
対応できない。改修時には、
スキルの高い技術者と相応
の開発期間が必須

パッケージシステムのカスタ
マイズに大きな投資が必要

ビジネスルールの実装をスク
ラッチ開発から徐々にBRMS
によるルール開発へ移行

硬直した IT システムをサー
ビスレベルで疎結合化し、
BRMSによって柔軟性を確保

カスタマイズ要件を BRMS
で吸収して実装

システム担当者の誰もが容易
な操作でビジネスルールの保
守 ( 追加・変更 )が可能

新規機能追加や改修はビジネ
スルールの追加・変更で対応
可能になり、仕様変更リリー
スのサイクルも従来比６倍に

カスタマイズの場合と比べて
50% 以上の工数を削減

※性能を要する処理では ESB を経由せずに、業務アプリケーションからSOAP 通信でルールエンジンと直接インタフェースをとっています
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インタビュー InnoRules BRMS

チャレンジ

企業の成長に伴う急激なシステ
ムキャパシティ拡大による問題
をBRMSで解決
　直近5年連続で110％成長を続け
ており、必要となるシステムキャパシ
ティも大きくなってきました。これま
でのスクラッチ開発では、つぎはぎ
部分が多く保守性が低下していたこ
ともあり、 2016 年に基幹システム
の刷新を行いました。ESBでパッケー
ジとスクラッチ開発のアプリケーショ
ンを連携し、パッケージに足りない
部分とアプリケーションに追加する機
能を BRMS で開発し、これまで経
験者しかメンテナンスが出来なかっ
た状態（属人化）を、誰もが容易に
メンテナンスできるシステムへの変革
を実現しました。BRMS により業務
処理が可視化され誰もが確実に仕様
変更対応ができるようになった点が
従来から大きく変わった内容です。

InnoRules 導入効果

InnoRules を導入し属人化の
排除と生産性向上（６倍）を
実現
　パッケージでは変更が難しい処
理部分を BRMS で柔軟に対応で
きるところに効果がでると判断しま
した。これによりビジネスロジック
のスクラッチ開発は一切なくなりま
す。そして保守サイクルも短くでき
るようになりました。
配送業務における同梱仕様の変更
は従来ベテランの技術者を 1 人現
場に張り付けて作業を行い、変更
のサイクルは 6 か月毎でしたが、
ベテランの技術者でなくても月１回
のペース（従来比 6 倍）で変更が
可能となりました。

現在の利用状況

InnoRules を基幹業務へ適用
　受注業務ではキャリアやカード
情報を特定し、注文方法などから
対応する部門コードを決定する
ルールを実行しています。出荷業
務では顧客セグメント、商品区分、
キャンペーンなどから荷札番号を決
定し、出荷日と基準日を比較して
荷札番号を振り分けるルールを実
行しています。基幹業務以外では、
広告・キャンペーン業務に適用して
います。DM の発送顧客データ取
得と発送パターン振り分け及び、
出荷の際に同梱するチラシや会報
誌の組み合わせパターン（100 ケー
ス程）の判定ルールを実行してい
ます。

InnoRules を導入後、ビジネ
スと IT 両面のROI 向上を確認
　新規開発と保守フェーズの両方
でスクラッチ開発と比較し大幅
な工数削減が可能であることが
分かりました。その分同じスタッ
フで出来る仕事の量が増え、現
在ではビジネスからの多様なリク
エストに応えることができるよう
になっています。
今後は多様化するお客様のニー
ズに応えられるようルールの適
用範囲を拡げていきたいと思い
ます。

パッケージシステムのカスタマ
イズ要件を BRMS で吸収。 
50%以上のコスト削減に成功
　新たに物流拠点をつくったので
すが、パッケージの仕様で 1拠点

InnoRules 導入の経緯

スクラッチ開発による属人化の
排除、生産性の向上、ビジネス
への対応スピードが重要課題
　これまでのスクラッチ開発による
複雑化したプログラムの中身を可視
化し、保守しやすくする事が重要課
題でした。経験の少ないエンジニア
でも容易に新機能開発や保守がで
き、属人化した IT システムを刷新す
ることが必要でした。つまり IT ワー
クの平準化、属人化の排除、生産性
の向上が大きな課題でした。
これらの課題を解決することでビジ
ネス的なリクエストにも迅速に対応
できるようになると判断しました。シ
ステムが対応できないことでビジネ
スが進まない状況にならないことが
重要だったのです。

BRMS の高い生産性に着目し
POCを実施してその効果を確認
　2012 年に日経コンピュータで
BRMSの特集があり、これは我々
の課題を解決できるのではと考え
て製品の調査を実施しました。
いくつかの BRMS 製品や高速開
発 ツ ー ル も 検 討 し ま し た が、
InnoRules が自社の課題解決に最
も適していると判断しました。開発
ツールとしての完成度が高かった
のも製品を選定した理由の一つで
す。まずは製品評価として POC
（Proof Of Concept）を実施しま
した。その結果、従来のスクラッチ
開発と比較して InnoRules では
65％の工数が削減できることがわ
かりました。
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しか対応できないという問題があ
りました。パッケージのカスタマイ
ズには大きな投資が必要となるた
め 実 現 方 式 を 検 討 し た 結 果
BRMS の適用とインタフェースの
修正で容易に対応できるようにな
りました。


